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研究成果の概要（和文）：尻労安部洞窟、獺沢貝塚、上境旭台貝塚、馬場遺跡第5地点、上黒岩岩陰、市来貝塚
の出土オオヤマネコ遺体について、C14年代を測定し、同種が縄文後期まで本州北部から九州に至る広範囲に生
息していたことを確認した。また、上記5遺跡と吉井第一貝塚・鳥浜貝塚をから出土した遺体についてゲノム解
析も試みた。その結果、尻労安部洞窟、馬場遺跡第5地点、上黒岩岩陰から出土した計3個体についてゲノム配列
の決定に成功し、本州北部に現生ユーラシアオオヤマネコと単系統をなす個体群、関東以西にボブキャットをは
じめとする近縁3種も含めた現生オオヤマネコ属全体の共通祖先に当たる個体群が生息していた事実を明らかに
することができた。

研究成果の概要（英文）：We performed C14 dating on the remains of lynx excavated from Shitsukari-abe
 Cave, Osozawa Shell Mound, Kamizakai Asahidai Shell Mound, Baba Site Site Loc.5, Kamikuroiwa Rock 
Shelter, and Ichiki Shell Mound, and confirmed that the species lived over a wide area from northern
 Honshu to southern Kyushu until the Late Jomon period. We also attempted genome analysis of the 
remains excavated from the above five sites, Yoshii Daiichi Shell Mound, and Torihama Shell Mound. 
As a result, we succeeded in determining the genome sequences of three individuals excavated from 
the Shitsukari-abe Cave, Baba Site Loc.5, and Kamikuroiwa Rock Shelter, and revealed that a 
population that was monophyletic with the modern Eurasian lynx lived in northern Honshu, and a 
population that was the common ancestor of the entire modern lynx genus, including the bobcat and 
three other closely related species, lived in the Kanto region and west.

研究分野：考古学

キーワード： オオヤマネコ　地域絶滅種　ゲノム解析　古生物学　動物考古学　縄文時代

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
C14年代測定の結果、少なくとも縄文時代後期まで、本州北部から九州南部の広域にオオヤマネコが生息してい
たことを明らかにしたことは、同種の絶滅年代と要因を考える上で大変大きな意味をもつ。また、ゲノム解析の
結果、本州北部に現生ユーラシア集団と単系統をなす個体群、関東以西にボブキャットをはじめとする近縁3種
も含めた現生オオヤマネコ属全体の共通祖先に当たる個体群が生息していた事実を明らかにすることができたこ
とは、オオヤマネコの発生・拡散過程を解明する上で極めて重要な成果であり、国内のみならず国外に与えるイ
ンパクトも大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 報告者らは、2001 年来継続的に発掘調査を続けてきた青森県尻労安部洞窟の縄文中・後期の
包含層から国内において突出した数量となる最小 2個体、総計 70点以上に及ぶオオヤマネコ遺
体を得たことを契機に、かつて列島内に生息した同種の系統や生態、絶滅時期とその要因を明ら
かにすべく、領域横断的な調査を企画した。 
 従来、オオヤマネコはマンモス動物群の一構成種として、最終氷期の最寒冷期(LGM)に日本列
島に到来したと考えられてきた。しかしながら、同種については、マンモス動物群の他の構成種
と異なり、遺体の出土域が九州南部に至る広範囲に及んでいることから、上記の来歴には再考の
余地があるように思われた。また、等しく列島に生息した大型のネコ科動物でありながら、トラ、
ヒョウと異なり、オオヤマネコが更新世末期の絶滅を免れ、縄文時代以降に地域絶滅に至った背
景には、人の営為が重要に関与した可能性も考えられる。それだけに、考古遺跡から出土するオ
オヤマネコの遺体について、破壊を伴う C14年代や CN安定同位体比の測定や、古代 DNAの
解析も行い、古生物学・動物考古学の双方の観点から精査する必要があった。 
 
 
２．研究の目的 
 上記の状況を踏まえ、報告者らは、本課題の採択に先立ち、青森県尻労安部洞窟と岩手県獺沢
貝塚と愛媛県上黒岩岩陰から出土した 4 個体分のオオヤマネコ遺体について、マイクロ CT で
スキャニングし、形態と内部構造の情報を記録した上で、C14 年代、CN 安定同位体比の測定、
さらに mtDNA による系統解析も実施した。その結果、尻労安部洞窟と獺沢貝塚の出土個体は
いずれも今日アジア・コーカサス地方に生息するユーラシアオオヤマネコのクレードに属しな
がらも遺伝的な分化が認められることが明らかとなった。また、CN同位体比に基づく食性解析
から、列島に生息したオオヤマネコは沿岸部の生息個体も含め、海産物をほとんど摂取していな
かったことが示唆された。 
 そこで、本研究では、以下 3点を目的に据え、作業を進めた。 
(1) 日本列島において他に類を見ぬほど古代 DNA の保存状態がよいオオヤマネコ遺体が多出し
た尻労安部洞窟の補足的調査と周辺の岩陰群の試掘を通して、同種の遺体に追加資料を得る
こと。 
(2) 関東以南の本州ならびに九州に位置する 6 遺跡(茨城県上境旭台貝塚、千葉県馬場遺跡第 5
地点、神奈川県吉井第一貝塚、福井県鳥浜貝塚、鹿児島県市来貝塚)の既出遺体も分析対象
に加え、肉眼観察と CT スキャン画像を撮影した上で、C14 年代、CN 安定同位体比を測定、
地域絶滅したオオヤマネコの生息年代や死亡年齢と季節、さらに食性に地域的異同があるか
を明らかにすること。 
(3) 上記遺跡群のオオヤマネコ遺体についてゲノム解析も行うことで列島に生息した同種がす
べて同系統の集団であったかを確認し、さらにその外貌・体質に係る情報の獲得も目指すこ
と。 

 
 
３．研究の方法 
(1) 尻労安部洞窟ならびに周辺の岩陰遺跡の発掘・試掘に当たっては、微小な遺体の回収漏れ
を防ぐべく、発掘した土壌を全量 4mm メッシュの篩を用いて水洗した。発掘・試掘は分担
者の河村愛氏・澤田純明氏・澤浦亮平氏・鈴木敏彦氏らの協力を得て実施した。 

(2) C14年代、CN安定同位体比・ゲノム解析の対象とする試料については、事前にすべてマイ
クロ CTでスキャニングし、形態と内部構造の情報を記録した。スキャニングは主に研究分
担者の澤浦亮平氏が沖縄科学技術大学院大学に備わる機器を用いて実施した。 

(3) C14年代、CN安定同位体比については、東京大学の加速器を用い、全試料、研究分担者の
米田穣氏が測定し、Intcal 13を用いて較正年代を算出した。測定用試料の採取量はなるべ
く必要最小限とし、事後の展示に支障がでないよう心がけた。 

(4) ゲノム解析の試料については、コンタミネーションが生じぬよう細心の注意を払い、研究
協力者の寺井洋平氏が総合研究大学院大学のクリーンルームで採取した。骨の場合、破壊
を最小限にとどめるよう、試料は C14 年代測定および CN 安定同位体比分析用試料と同位置
から採取した。また、歯牙の場合、形態情報に殆ど影響を与えぬよう、歯根の一部を綿棒で
擦り、ミクロン単位での試料採取に努めた。 

 
 
４．研究成果 
(1) 尻労安部洞窟からは、過年度出土遺体と同一個体に由来するとおぼしきオオヤマネコ遺体
を新たに数点得ることができた。また、当洞窟からも程近い尻労小学校前の岩陰からは、試
掘の結果、続縄文期以前の土器片等が得られ、同岩陰も下層からオオヤマネコ遺体の出土が



期待できる人類遺跡であることを確認するに至った。 
(2) マイクロ CT による断層写真から、尻労安
倍洞窟から出土した二個体分の顎骨は、事
前に当生後 10 ヶ月に満たない冬季から早
春に死亡したことを確認していた。そこで
新たに馬場遺跡第 5地点の上下顎骨歯牙、
吉井第一貝塚の右下顎第 1後臼歯、鳥浜貝
塚の右下顎骨についてもスキャニングを
実施した。その結果、前者が新生獣、後二
者が生後 20 ヶ月未満の若獣に由来するこ
とを確認した(図 1)。出土個体に幼若齢個
体が目立つことからは、縄文時代人が同種
に少なからぬ狩猟圧をかけていた様子が
窺える。 

(3) 遺跡出土オオヤマネコ遺体については、本
研究に先立ち尻労安部洞窟の左尺骨2個体
分から縄文中・後期、獺沢貝塚の右上顎骨
から同晩期、上黒岩岩陰の左大腿骨から同草創期の較正年代値が得られていた。本研究では
新たに上境旭台貝塚の右大腿骨、馬場遺跡第 5 地点の側頭骨鼓室部、市来貝塚の左橈骨か
らそれぞれ縄文後期に比定される較正年代値を得た。本州・四国・九州で出土したオオヤマ
ネコ遺体の C14 年代を測定し、それらの較正年代値から少なくも縄文後期までは本州北部
から九州南部に至る広域にオオヤマネコが生息していたことを明らかにし得た意義は大き
い。また、CN 安定同位体比による食性解析の結果上記 3 遺跡から出土した個体も、既測の
尻労安部洞窟・獺沢貝塚・上黒岩岩陰の資料と同様、海産物を摂取していた様子は窺えなか
った。沿岸部に生息したオオヤマネコも一様に陸獣を捕食していたことを示唆する結果が
得られたことは、古生物学・動物考古学双方の観点から注目に値する。 

(4) 事前に mtDNA 解析を実施していた尻労安部洞窟と獺沢貝塚の遺体に加え、新たに関東以南
の本州と九州に位置する 7 遺跡の出土遺体群も対象に加え、ゲノム解析を試みた。その結
果、尻労安部洞窟、馬場遺跡第 5地点、上黒岩岩陰の出土個体についてゲノム配列の決定に
成功し、現生オオヤマネコ属および外群も含めた系統樹を最尤法により描かせたところ、本
州北端に位置する尻労安部洞窟の出土個体が現生ユーラシアオオヤマネコと単系統をなし
たのに対し、関東以西に位置する馬場遺跡第 5 地点、上黒岩岩陰から出土した個体はいず
れも、現生オオヤマネコ属全体の基底に位置した (図 2)。縄文時代、日本列島の南北に二
系統のオオヤマネコが異地性をもって生息していたことが示唆するこの結果は、同種の発
生・進化過程の解明に資する極めてインパクトの大きい成果であり、論文化による公表がな
された暁には世界的な注目を集めるに違いない。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図2 ゲノム系統解析の結果 

図 1 横須賀市吉井第 1 貝塚出土右下顎第 1 後

臼歯(縄文早期)のCT画像 
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